
平成30年11月素間勉強会(30年度)/ W素間』至員要大詰篇第七十四注

第五中品毒長身 開 !開問 哩

-日時:平成30年11月11日(日) ・会場:大阪府銭灸師会話4踏

・藷飾:日本銭灸研究会代表篠原孝市先生

-医道の日本2018年11月号 7臨床lζ活かす古典蜘.78 解読その3~ のお話より

現代語による経穴部位の表記では、体表面からすべてを決めて表記するという方法がなにかあれば、そ

れを採用するのが良いと患う。ちちろん、銭をするときのトラブルを選けるために穴(つlま)の位置にどん

な白筈力、走れているかなどということは知っておく必要がある。

経穴の部位l孟解剖学によって決まっているわけではないのでそれを把握したかたちで、体表面から見た

表記の研究をする必要があると患う。

経穴の位置はひとつであるべきだという考えかたは、まちがっていると患う。神庭穴などは、紀元1000

年を演に前と後ろの時代で位置がちがう。データーを取る時にひとつでなければできないということであ

れば f第一神庭Jr第二神庭jとすれば良いと患う。

雪度法と同身寸は、使わないと経穴の位置がとれないので、ある時婦から使われてきたのであるが、ほ

んとうにそうなのかということは研究しないといけないと患う。
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宵 7ヨE闘』至提要大論篇第七十四注

第五十八章

帝日く(いわく)、議(ろん)に寒を治する(ちする)1ζ熟を以てし(ちってし)、熱を治するに寒を以てすと

言えどち、方士(1まうし)1孟純墨(じようぼく}を康して(はいして)冥の(その)遣を更むること(あらたむるこ

と)爺わざるなり(あたわざるなり}。熟を病む奮有り、之れを(これを}寒すれども熱す。寒を病む者有り、

之れを熟すれどち寒す。二つの音、皆な(みな)在りて、新病復た(また)起こるは、奈何して(いかにして)

治世ん、と。

(訳文)
帝が雲う。 rある説によると寒の病証を治療するのに鎮の性格をちつ薬をつかい、熱の病謹を治療する

のに重量の性格の薬をつかうという。医者というちのは治療の大原則を変えてしまうということはできない

ちのなのだJ
『鎮の病のひとに寒の薬を投与する。しかし熱病が取れない。 重量の病のひとに裂の薬を投与すれば治るは

ずなのに、治らない。 熱病や重量病が治らないのにもかかわらず、新病があらたに加わる。たとえば熱病が

あった上に重量の病証がどこかに加回ったりする。そうなった場合、どのように治療をするのかJ

岐伯臼く、諸々(ちろちろ)之れを童書すれども熱する奮は、之れを陰Iζ取り、之れを重きすれどち寒する奮

は、之れを院に取る。謂う(いう)所の冥の風{ぞく)を求むるなり、と。

(訳文)
岐イ自が答える。 rさまざまな病証の中で、重量の作用のある薬を服用して熱の病誌になるちのは、(ほんと

うの熱証ではなく陰が主誌である熟語なので)陰証とみなします。熱薬を服用して重量の病誌となるちのは、

陽誌とみなします。病の違類が本当は、重量熱のいずれに属するかをちゃんと求めないとい付まぜんJ



帝日く、蓄し。寒を服すれどち反って(力、えって)熱し、裂を服すれどち反って寒す。冥の故(ゆえ}何ぞ

や、と。 岐伯臼く、冥の王気(おうき)を治す、是(ζれ}を以て反す、と。

(訳文)
帝が言った。 fよくわかった。 では、 なぜ寒薬を服用して、かえって熱が治らなくて残ったり、祭薬を

服用して、寒の病証が残ったりするのか。この理由を聞きたいJ

岐伯が答えた。 f王気を治療する。これがまちがいのちとなのですj

(解説)
王室主 :f王Jは fa王Jと問。。盛んになるという意味がある.表側に現れている盛んな気のこと。

帝日く、王を治ぜずして然る(し力、る}奮は、何ぞや、と。

厳伯日く、悉らか(つまび6か}なるかな闘えるや。五昧の腐を治ぜざればなり。夫れ(それ}五隊、胃IL
入りて、各々喜んで攻めるところに鐸す(きす}。訟は先ず肝lζ入り、きは先ず，i)IL入り、百I孟先ず鰐{ζ入

り、辛は先ず節Iζ入り、訴は先ず腎{ζ入る。

(訳文)
帝が尋ねた。 fでは表面上の妻きや重量にとらわれないで、からだの中はどうなっているのかと考えて治療

したのに、それでちうまくし、かない場合はどうなのだJ

岐伯が答える。 fなんと詳細な震問でしょう。五味というちのの働く場所が適切である力、否かを考えて

いなし、からです。 五味の薬や食物はまず習に入ります。そこから一番親和牲のある病気の蔵(混)1ζ入りま

す。郵味は肝、歪味は心、甘味は緯、辛{味は腕、直哉車(しおからい味)1孟腎に塁初に入りますj

久しくして気を唱すは、物化(ぶつか)の常なり。気増して久しきは、美(ょう)の由(ゆえん)なり、と。

(訳文)
f長い局、 同じ味を食べ綴用し続ければ、 その味(~見和性のある蔵の気が増えます。 そして、 ほかの蔵と

の聞に気の儒り力電できます。特定の震の気を培すことが長い時間続くと病気を発生さゼ健康を失わゼる理

由となりますj

『素悶』の森をさEいてみま世んか。毎月休ま事努二日曜です。

(素間勉強会世話人 東大阪抱主義総本政己)


